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１．概要
製品の光沢を測定する方法には，大別すると，１）鏡面光沢度，２）対比光沢度，３）

鮮明度光沢度の３種類があります。これらのうち鏡面光沢度の測定方法が日本工業規格
（ ）に規定され広く利用されています。しかし，自動車の塗装仕上がり面等のJIS Z 8741

像が鮮明に映るような面では，その鏡面光沢度と肉眼で観察される光沢感との相関が低い
ことが報告されています。１）このような面の測定には面に映る像の鮮明性を評価する鮮
明度光沢度が適していることが知られています。
当研究所では，塗装仕上がり面の光沢感の尺度化の研究を進め，変角鮮明度光沢度計を

開発し２ ，肉眼の判定結果と一致する計測器として好評をいただいておりました。本装）
置は，変角鮮明度光沢計を携帯用に改良したＰＧＤ－Ⅲ形３）を更に小形，軽量化したも
ので，下記の特徴を持つ，塗装，タイル，家電製品等の光沢管理に便利な携帯用鮮明度光
沢度計です。

１）小形・軽量（約２．７㎏）の携帯用鮮明度光沢度計です。
） 。２ 肉眼で観察される光沢度と一致するように照明・観察条件等が工夫されています

３）特に高光沢製品の測定精度は他の光沢度計に比べ優れています。
４）電池内臓のため，５㎝×５㎝以上の試料であれば，屋内，屋外を問わずどこでも
測定ができ，水平面ばかりでなく鉛直面も直接測定できます。

５）測定者の違いによる測定誤差はあまり生じません。

２．動作原理及び構造
本装置は，電池を内臓した本体と標準板から構成されています。本体の外観は表紙に示

すとおりです。又，構造の概略は図１のとおりです。
本装置の動作原理は，次のとおりです。光源ＥによりテストパターンＩ（図２参照）を

一様に照明し，テストパターンから反射された光（パターン像）が鏡面Ｈ１及び鏡面Ｈ２
により試料面Ｊに５５゜の角度で入射します。試料面Ｊから反射角５５゜で反射された光
（パターン像）が鏡面Ｈ３及び鏡面Ｈ４により接眼筒Ｃに結像します。これを測定者が接
眼筒Ｃから覗き，テストパターンの影像の見え方を判定し，鮮明度光沢度（Ｇｄ）値を測
定します。
測定者が直接Ｇｄ値を測定するため，試料面の照度やテストパターンの影像の判定の仕

方によってＧｄ値が変化しますので，次の使用方法を守って測定をおこなう必要がありま
す。

Ａ：電源スイッチ
Ｂ：電圧調整用つまみ
Ｃ：接眼筒
Ｄ：電圧計
Ｅ：光源
Ｆ：電源
Ｇ：取っ手
Ｈ：鏡面
Ｉ：テストパターン
Ｊ：試料

図１ ＰＧＤ計の概略図
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３．使用方法
１）電源スイッチＡを押し，電圧計Ｄを見て，指針が赤マークと黒マークの境界線に一
致するように電圧調整つまみＢを調整します。調整しても指針が黒マークの領域で止
まる場合は，乾電池を交換してください。

２）付属の標準板（鏡）を机上に置き，本体低部にある試料窓Ｊを標準板の上に当てて
電源スイッチＡを押し，接眼筒Ｃから標準板に映ったテストパターンの影像を観察し
ます。テストパターンＩの数字群でＧｄ値１．０の下にある数字群（９個の数字から
構成）の数字が十分に判読できることを確認してください。十分に判読できない場合
は眼鏡等で矯正し，判読できるようにしてからお使いください。
万一，矯正しても標準板でＧｄ値１．０が十分に判読できない場合は，本体の調整

が必要となりますので測定を行わず，お問合わせください。測定誤差の原因となりま
す。

３）本体低部の試料窓Ｊに合わせて試料を置き，３）の要領でテストパターンを観察し
。 。ます テストパターンＩの数字群のうちどの数字群が判読可能であるかを判定します

判読可能であるかの判定は，一つの数字群（Ｇｄ値によって１個から１５個で構成：
図２参照）の数字全部が十分可読できるかどうかで行います。
判読可能な数字群の上に示されたＧｄ値のうち最も大きなＧｄ値を試料の測定値と

します。
１）試料表面の凹凸の部位による違いによって判読可能な数字群が変化しますので，繰
り返し５回の測定の平均値を測定値とすることをお奨めします。

図２ テストパターン

４．使用上の注意
１）半光沢以下の低い光沢面の測定には使用できません。
２）本体が試料に対して垂直になるように密着させて測定してください。
３）表面の状態が著しく不均一な試料の場合には，測定誤差が生じます。
４）電圧調整用つまみＢの調整が不十分ですと測定誤差が生じます。
５）光源（ランプ）が切れると，テストパターンの一隅が暗くなります。光源の上蓋を
外し，予備の電球（４個）と全交換してください。

６）屋外の明るい所で使う場合は，目をテストパターンの明るさに十分順応させてから
測定してください。

７）ほこりやガス，たばこの煙等が多い場所では使用しないでください。
８）運搬の際に強い衝撃等を与えないでください。
９）万一，故障した場合は，ご自分で分解や修理をされずに，ご連絡ください。
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５．電源について
１）乾電池を交換する場合は，電池ボックスＦ内に表示された±の方向を確認しながら
セットしてください。

２）長時間ご使用にならない場合は，電池ボックスから乾電池を取り外して保管してく
ださい。

６．参考資料
１） ( )R.S.Hunter : ASTM Bulletin No.186 1952 Dec.

２）川上元郎，平井敏夫 色彩研究 ( ): 11,4 1964

３）分田槌男 他 色彩研究 ( ): 18,1 1971

主な仕様

形式 ＰＧＤ－Ⅳ
種類 携帯形
電池 単１形乾電池

連続点灯で 分使用可240

2.5V0.3A光源電球 ﾀﾝｸﾞｽﾃﾝﾗﾝﾌﾟ
照明・受光条件 ０照明／ ０受光55 55

観察距離 ㎜300

試料寸法 × ㎜50 50

大きさ (幅)㎜140

(奥行)㎜220

(高さ)㎜177

重さ ㎏2.6

， 。●ここに記載の仕様及び製品の外観は 都合により予告なしに変更する場合があります

標準内訳

ＰＧＤ－Ⅳ
●本体 １式
●電池 ４個
●標準ﾐﾗｰ １枚
●予備電球 ４個
●収納カバー １個
●取扱説明書 １冊

お問合せ
339-0073〒

4-6-23埼玉県さいたま市岩槻区上野
TEL 048-794-3831 FAX 048-794-3901


